2013年4月16日
支部会員の皆様
企画展「マリー・アントワネットと東洋の貴婦人
―キリスト教文化をつうじた東西の出会い」開催のお知らせ
拝啓
　うららかな春日和となって参りました今日この頃、支部会員の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、本日は、関西学院学院史編纂室と大学図書館が所蔵するキリスト教関係の資料の展覧会のお知らせです。文京区本駒込の東洋文庫にて開催中（7月20日まで）の『マリー・アントワネットと東洋の貴婦人―キリスト教文化をつうじた東西の出会い」』で、学院の所蔵する資料「キリシタン禁制の制札」や「御蔵入五人組帳」などが展示されています。この機会にぜひご覧ください。
敬具
記
■企画展内容
「マリー・アントワネットと東洋の貴婦人―キリスト教文化をつうじた東西の出会い―」
"悲劇の王妃"マリー・アントワネット。彼女の実家ハプスブルク家の人々はカトリック信仰に篤く、イエズス会の海外布教を強力に支援していました。他方、イエズス会は殉教を題材とした音楽劇の上演をつうじ、王侯貴族の信仰心を高めたようです。なかでも、人気を博したのが細川ガラシャをヒロインとした演目であったといわれます。大革命の騒乱のなか、死を恐れず断頭台の露と消えたマリー・アントワネット。彼女の脳裏を横切ったのは幼き頃に家族と観た殉教劇、気高き東洋の貴婦人の姿であったのかもしれません・・・。伝マリー・アントワネット旧蔵『イエズス会士書簡集』、世界に唯一現存の天草本キリシタン版『（国重文）ドチリーナ・キリシタン』、細川ガラシャ自筆の和歌短冊『たつね行』、中国明朝のキリシタン貴婦人の伝記『徐カンディダ伝』など天下の稀品が一堂に会します。
■日時：3月20日（水）～7月28日（日）
■場所：東洋文庫（東京都）
　　　　所在地：〒113-0021　東京都文京区本駒込2-28-21
　　　　交　通：駒込駅（JR山手線・東京メトロ南北線2番出口）徒歩８分
　　　　　　　　千石駅 （都営地下鉄三田線A4番出口）徒歩7分
■入館料：880円（一般）・680円（大学生）・580円（中高生）・280円（小学生）
■問い合わせ：財団法人東洋文庫（03-3942-0280）
■主催：財団法人東洋文庫
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